
総合計画は、市民、企業・事業者、行政など一関

市で暮らす私たちすべてが目指す、まちづくりの

方向性を定める計画です。

一関市のこれまでの取組や課題を踏まえ、令和

８年度から令和12年度までを計画期間とする

「一関市総合計画前期基本計画」を策定しました。

総合計画の構成
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基本構想

基本計画

実施計画

前期基本計画 ５年間 後期基本計画 ５年間

10年間

策定の体制

３年間分について毎年度見直し

一関市の将来像

将来像を実現するための基本目標

PICKUP

将来像を実現するためのまちづくりの考え方と役割

01

協働の仕組みが実践される住み良い地域社

会を目指します

協働のまちづくり
02

多様化する市民ニーズに対応する利便性

の高い行政サービスを持続的に提供でき

るよう、健全な行財政運営を行うことを目

指します

健全かつ効率的な行財政運営

03

多様な主体と手を取り合い、それぞれの強み

を生かして、地域活性化の推進力の向上を目

指します

連携の推進
04

一関の認知度の向上を目指します

魅力の発信

総合計画に掲げる取組を推進するこ

とで、人口減少の抑制と人口が減少し

ても活力のあるまち、地域づくりを目

指します。

将来展望人口

独自推計

①出生率が令和５年の水準で維持

②これまでの転出超過の傾向が縮小

した場合に見込まれる将来の人口

①全国的な出生率の低下と同じ傾向が継続

②これまでの転出超過と同じ傾向が継続

した場合に見込まれる将来の人口

ひとりひとりが輝く 挑戦しつづけるまち いちのせき

将来展望人口

⑤議決・決定

市

市議会

①諮問

③答申
④提案

一関市総合計画審議会

公募や福祉・農業などの各分野で

活動する市民27人で構成

一関市まち・ひと・しごと

創生有識者会議

学識経験者等16 人で構成

市民ワークショップ
市民アンケート
パブリックコメント

②幅広く意見を

聴きながら検討

将来像を実現するために、私たちの暮らしの視点から「ひと」「まち」「しごと」に整理した３つの基本目標を掲げます。

「ひとづくり」「まちづくり」「しごとづくり」が相互に作用し合い循環することで、将来像の実現を目指します。

人口が減少するスピードの抑制を目指す

いちのせきで「いきる」

ひかり輝く「ひとづくり」

いちのせきで「はたらく」

やりたいことが実現できる

「しごとづくり」

いちのせきで「くらす」・「つどう」

暮らしやすさを感じる

「まちづくり」

一関市には、豊かで広大な自然、人と自然の中で培われ伝えられてきた歴史や文化、豊かなコミュニティがあり、これまで

私たちは、これらを一関市の魅力として見つけ、育て、輝かせてきました。これらの魅力に加え、今後の人口減少社会にお

いては一人ひとりに今まで以上にスポットライトが当たり、私たち一人ひとりの存在も一関市の魅力となっていきます。こ

のさまざまな魅力を持つ一関市を次の世代につなげていくため、私たちには未来に向かって挑戦し続けることが求められ

ます。

好きなひとやもののために、そして自分のために、挑戦するひとがいるまちでは、輝く笑顔と幸せが広がります。

私たち一人ひとりのさまざまな挑戦を認め合い、暮らしやすさを実感できるまちとするため、「ひとりひとりが輝く 挑戦

しつづけるまち いちのせき」を私たちのまちの将来像に掲げます。

将来像を実現するため、次の４つの考え方でまちづくりを進めます。

総合計画は、まちの将来像や将来像を実現するための基本目標を示した「基本構想」、基本構想に基づいた中長期的な施策の

展開を示す「基本計画」、具体的な事業計画を示す「実施計画」で構成されます。

総合計画の策定にあたっては、市民等で構成される「一関市総合計画審議会」を中心に検討を行い、「一関市まち・ひと・しごと

創生有識者会議」と連携を図りながら、市民ワークショップの開催やパブリックコメントの実施など幅広く意見を聴き策定しまし

た。

一関市総合計画前期基本計画 概要版



01

いちのせきで「いきる」

ひかり輝く「ひとづくり」

いちのせきで「くらす」・「つどう」

暮らしやすさを感じる

「まちづくり」

いちのせきで「はたらく」

やりたいことが実現できる

「しごとづくり」

大目標を達成するための中目標

01 こどもの健やかな成長

02 人権の尊重と支え合いの地域づくり

03 結婚と出産の選択の尊重、支援

04 子育てしやすい環境づくり

06 生涯学べる環境づくり

07 健康寿命の延伸

08 多様な社会参加の推進

05 こどもの学びの環境づくり

つながる機能の整備

暮らす機能の整備

まちの医療、福祉体制の確保

安全なまちの整備

地域づくり活動の充実

まちの景観の保全

持続可能な脱炭素社会の実現

まちにつながるひとの拡大

自然と資源の保全

09

10

11

12

13

14

15

16

17

農林業の振興

商業、観光業の振興

工業の振興

多様な働く場づくり

働くことにつながる環境づくり

働き続けられる環境づくり

起業と事業承継によるしごとづくり

18

19

20

21

22

23

24

基本目標を達成するための大目標

自分らしさを見つけ

互いに認めあえるまち

大切なひととの未来を育むまち

学びで可能性を広げるまち

いきいきと自分らしく

暮らせるまち

暮らしやすい・住みやすい

環境が整うまち

安全・安心を感じられるまち

ひとが集まり

活力があふれるまち

環境と共生するまち

地域産業が元気なまち

しごとの可能性が広がるまち

多様な働き方が実現するまち

人口減少のスピードの抑制につながると

期待される、重点的に考慮する進め方の

方針

①若者・女性・外国人が輝けるまちづくり

②ＩＬＣの実現を見据えたまちづくり

③駅東口工場跡地の利活用などによる

一ノ関駅周辺のまちづくり

④ＤＸ推進による快適で持続可能なまち

づくり

▶こどもの健やかな育成 ▶支援が必要なこどもへの対応 ▶キャリア教育の推進

▶人権教育と人権啓発の推進 ▶相互理解と支え合いの推進

▶一人ひとりが活躍できる社会の推進

▶結婚、こどもを持つことへの選択の尊重 ▶結婚を希望する人への支援

▶妊娠・出産への支援

▶地域全体で子育てを支える意識醸成と体制づくり ▶子育てに関する支援

▶子育てに対する不安の解消

▶こどもを育む教育の推進 ▶高校や高等教育機関における教育環境の整備

▶地域との連携の推進

▶地域の拠点としての社会教育施設の整備 ▶生涯学習の推進

▶効果的な健康づくりの推進 ▶フレイル予防といきがいづくりの推進

▶社会参加を支える体制の整備 ▶ライフステージや状況に応じた生活の支援

▶道路ネットワークの整備 ▶公共交通ネットワークの維持・確保

▶情報通信ネットワークの利活用 ▶ユニバーサルデザインのまちづくりの推進

▶住環境の整備 ▶上下水道の整備 ▶公共施設の適切な管理

▶医療の体制の維持・確保 ▶福祉の体制の維持・確保

▶日常における安全の確保 ▶災害・非常時における安全の確保

▶戦略的な移住人口、関係人口の創出 ▶若い世代に向けた移住、定住の取組の強化

▶移住者、定住者の受入れに関する意識の醸成

▶自主的な活動の推進と支援 ▶地域づくり活動の基盤強化

▶農地や森林による景観の維持・保全 ▶まちの景観の維持・保全

▶文化的な景観の維持・保全

▶新エネルギー、再生可能エネルギーの導入 ▶省エネルギーの推進

▶環境汚染の未然防止 ▶廃棄物の発生抑制と再利用の促進

▶農業の生産性と収益性の向上 ▶持続可能な森林経営の確立

▶農林業の担い手の確保と育成

▶商業、サービス業の振興 ▶観光業の振興

▶工業の振興

▶企業の誘致による働く場の創出 ▶仕事の組合せによる働く場の創出

▶起業の推進 ▶事業承継の推進

▶地元就職・職場定着の促進 ▶専門的人材の確保

▶働きやすい職場づくり ▶キャリア育成に向けた環境づくり

将来像を実現するための基本目標

重点プロジェクト

人口減少に立ち向かうため戦略的に取

り組む、重点プロジェクトと中目標に掲げ

る事項のうち人口減少のスピードの抑制

につながる取組

第３期一関市まち・ひと・しごと創生総合戦略

～人口減少に立ち向かう

私たちの未来への挑戦～

総合戦略

～最後に～

このまちを将来にわたり暮らし続

けたいまちとするためには、人口減

少による影響をできるだけ少なくし、

私たちの幸せを育む一関市というま

ちを守っていけるよう挑戦し続け、

地域の活力を高めていくことが重要

です。

今を生きる私たち、そしてこれから

産まれてくるこどもたちが、幸せを

実感しながら暮らすことができるよ

う、一人ひとりが手を携えてまちづ

くりに取り組みます。

将来像 ひとりひとりが輝く 挑戦しつづけるまち いちのせき


